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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第37期

第２四半期累計期間
第38期

第２四半期累計期間
第37期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 3,404,234 3,655,381 7,782,273

経常利益 (千円) 98,890 169,042 446,468

四半期(当期)純利益 (千円) 60,754 96,500 269,631

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,820,000 1,820,000 1,820,000

発行済株式総数 (株) 14,400,000 14,400,000 14,400,000

純資産額 (千円) 13,636,702 13,823,924 13,737,474

総資産額 (千円) 15,509,823 15,732,618 15,876,797

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 4.27 6.78 18.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 7.50 7.50 15.00

自己資本比率 (％) 87.9 87.9 86.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 200,647 19,666 557,595

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △381,957 178,481 △436,994

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,894 △107,756 △215,798

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 534,714 845,520 730,529
 

 

回次
第37期

第２四半期会計期間
第38期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.25 4.65
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載を省略しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

 また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　当社は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表[注記事項]（セグメント情報等）」に記載のとおり、単一セグ

メントであるため、経営成績の分析は製品分類別に記載しております。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間における国内経済は、政府による経済対策や金融政策を背景として、企業収益や設備投資に

持ち直しが見られ、緩やかな回復傾向にあります。しかしながら、個人消費は一部に消費税増税に伴う駆け込み需要

の反動減から、力強さはなく、世界経済の減速が景気を押し下げるリスクがあるなど、依然として先行き不透明な状

況で推移しました。このような経営環境の中で、建設関連におきましては、堅調な公共投資と民間工事の改善が見ら

れるものの、労働力不足や建設コストの上昇を受けるなど、厳しい状況も伺えます。その結果、売上高は36億55百万

円（前年同四半期比7.4％増）となりました。

製品分類別における状況は次のとおりであります。鋳鉄器材は、建築の増加から雨水排水・防水関連製品が堅調に

推移したことと、外構・街路関連製品が増加したことから、11億40百万円（同3.4％増）となりました。スチール機材

は、建設工事の改善から外構・街路関連製品が増加しましたが、その他は全般に低調であったことから、5億81百万円

（同7.6％減）となりました。製作金物は、建築金物、及び外構・街路関連製品が改善し、防災関連製品の納入が増加

したことから、16億66百万円（同18.6％増）となりました。その他は、土木需要がやや低調であったことと、建機、

機械向け製品も海外需要など回復が遅れていることから、生産調整が続いており、2億66百万円（同0.2％増）となり

ました。

利益につきましては、材料価格等が上昇基調にある中で、依然として受注環境は、価格対応など厳しい状況が続き

ました。その中で、コスト改善に向け取り組みましたが、一部在庫の評価減もあり、売上総利益は11億45百万円（同

3.3％増）となりました。販売費及び一般管理費も販売増加に伴う諸経費の負担増加となりましたが、当期における退

職給付費用の減少もあり、営業利益は1億70百万円（同37.4％増）となりました。営業外収支につきましては、金利が

低位にあり、受取利息は低下しましたが、為替差益の計上をしたことにより、経常利益は1億69百万円（同70.9％増）

となり、四半期純利益は96百万円（同58.8％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の財政状態は、総資産は前事業年度末に比べ1億44百万円減少し157億32百万円となりまし

た。

流動資産は、前事業年度末に比べ2億22百万円減少し116億14百万円となりました。その主な要因は、たな卸資産が1

億83百万円増加しましたが、現金及び預金が2億93百万円、受取手形及び売掛金が1億8百万円それぞれ減少したこと等

によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ77百万円増加し41億18百万円となりました。その主な要因は、投資その他の資産

が長期預金及び繰延税金資産の減少等により91百万円減少しましたが、有形固定資産が機械及び装置の増加等により1

億70百万円増加したこと等によるものであります。

負債は、前事業年度末に比べ2億30百万円減少し19億8百万円となりました。その主な要因は、未払法人税等が86百

万円、退職給付引当金が1億34百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ86百万円増加し138億23百万円となりました。その主な要因は、利益剰余金が、前事

業年度の配当金の支払が1億6百万円ありましたが、四半期純利益の計上が96百万円、会計方針の変更による増加が92

百万円あったことにより82百万円増加したこと等によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ1億14百万円増加し、8億45百万円とな

りました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は19百万円(前年同四半期比1億80百万円の減少)となりました。これは主に、たな卸

資産の増加が1億83百万円、法人税等の支払額が1億59百万円ありましたが、税引前四半期純利益の計上が1億69百万

円、減価償却費の計上が88百万円、売上債権の減少が1億8百万円あったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、得られた資金は1億78百万円(前年同四半期は3億81百万円の支出)となりました。これは主に、定

期預金の預入による支出が48億42百万円、有形固定資産の取得による支出が2億78百万円ありましたが、定期預金の払

戻による収入が53億円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、支出した資金は1億7百万円(前年同四半期比0百万円の減少)となりました。これは主に、配当金の

支払等によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は20百万円であります。なお、当第２四半期累計期間において、当社の

研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,400,000 14,400,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 14,400,000 14,400,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年７月１日
～平成26年９月30日

― 14,400,000 ― 1,820,000 ― 1,320,000
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

小林鋳造有限会社 三重県桑名市中央町1丁目47番地 3,750 26.04

小林正和 三重県桑名市 3,150 21.87

小林昭三 三重県桑名市 1,000 6.94

小林誠子 三重県桑名市 1,000 6.94

小林裕和 三重県桑名市 1,000 6.94

榊原靜枝 愛知県名古屋市東区 450 3.12

神谷布左子 愛知県安城市 450 3.12

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 156 1.08

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21番27号 156 1.08

カネソウ従業員持株会 三重県三重郡朝日町縄生81番地 155 1.07

計 ― 11,267 78.24
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式161千株(1.12％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 161,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,232,000
14,232 ―

単元未満株式
普通株式

7,000
― ―

発行済株式総数 14,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,232 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

カネソウ株式会社
三重県三重郡朝日町大字
縄生81番地

161,000 ― 161,000 1.12

計 ― 161,000 ― 161,000 1.12
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  ①　資産基準　　　　　   0.4％

　②　売上高基準　　　　   0.1％

　③　利益基準　　　　　   0.1％

　④　利益剰余金基準　　   0.5％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,180,529 8,887,520

  受取手形及び売掛金 1,611,584 1,503,128

  製品 461,383 569,458

  仕掛品 92,728 110,208

  原材料及び貯蔵品 425,252 483,051

  その他 65,552 61,460

  貸倒引当金 △485 △453

  流動資産合計 11,836,544 11,614,375

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,733,768 1,733,768

   その他（純額） 1,179,813 1,349,980

   有形固定資産合計 2,913,581 3,083,749

  無形固定資産 3,296 2,885

  投資その他の資産   

   投資有価証券 68,736 74,892

   その他 1,066,638 968,715

   貸倒引当金 △12,000 △12,000

   投資その他の資産合計 1,123,374 1,031,607

  固定資産合計 4,040,252 4,118,242

 資産合計 15,876,797 15,732,618

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 327,303 330,681

  未払法人税等 164,487 78,480

  賞与引当金 51,948 59,053

  その他 219,605 188,177

  流動負債合計 763,344 656,392

 固定負債   

  退職給付引当金 383,560 248,598

  役員退職慰労引当金 389,122 398,075

  その他 603,294 605,628

  固定負債合計 1,375,977 1,252,301

 負債合計 2,139,322 1,908,694
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,820,000 1,820,000

  資本剰余金 1,320,000 1,320,000

  利益剰余金 10,649,943 10,732,446

  自己株式 △69,241 △69,241

  株主資本合計 13,720,701 13,803,204

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 16,772 20,719

  評価・換算差額等合計 16,772 20,719

 純資産合計 13,737,474 13,823,924

負債純資産合計 15,876,797 15,732,618
 

 

EDINET提出書類

カネソウ株式会社(E01448)

四半期報告書

11/19



(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 ※1  3,404,234 ※1  3,655,381

売上原価 2,295,174 2,509,999

売上総利益 1,109,059 1,145,381

販売費及び一般管理費 ※2  984,982 ※2  974,882

営業利益 124,077 170,498

営業外収益   

 受取利息 8,838 5,735

 受取配当金 1,129 1,232

 不動産賃貸料 9,472 9,402

 為替差益 - 24,599

 その他 2,485 5,348

 営業外収益合計 21,926 46,317

営業外費用   

 支払利息 8,811 8,931

 売上割引 35,021 36,090

 その他 3,279 2,751

 営業外費用合計 47,113 47,773

経常利益 98,890 169,042

税引前四半期純利益 98,890 169,042

法人税、住民税及び事業税 44,813 74,215

法人税等調整額 △6,677 △1,673

法人税等合計 38,135 72,541

四半期純利益 60,754 96,500
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
  至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
  至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 98,890 169,042

 減価償却費 88,659 88,795

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △102 △32

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,848 7,375

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,505 8,953

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,328 7,104

 受取利息及び受取配当金 △9,968 △6,967

 支払利息 8,811 8,931

 為替差損益（△は益） － △24,599

 売上債権の増減額（△は増加） 254,013 108,456

 たな卸資産の増減額（△は増加） △53,390 △183,355

 仕入債務の増減額（△は減少） △20,162 3,378

 その他 △46,472 △9,080

 小計 362,952 178,002

 利息及び配当金の受取額 20,383 9,696

 利息の支払額 △8,569 △8,685

 法人税等の支払額 △174,118 △159,347

 営業活動によるキャッシュ・フロー 200,647 19,666

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △5,950,000 △4,842,000

 定期預金の払戻による収入 5,650,000 5,300,000

 有形固定資産の取得による支出 △76,899 △278,593

 無形固定資産の取得による支出 △3,087 －

 投資有価証券の取得による支出 △109 △102

 その他 △1,860 △822

 投資活動によるキャッシュ・フロー △381,957 178,481

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 リース債務の返済による支出 △926 △926

 自己株式の取得による支出 △16 －

 配当金の支払額 △106,952 △106,829

 財務活動によるキャッシュ・フロー △107,894 △107,756

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 24,599

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289,204 114,990

現金及び現金同等物の期首残高 823,919 730,529

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  534,714 ※  845,520
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第２四半期

累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。

この結果、第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が142,338千円減少し、利益剰余金が92,790千円増加して

おります。また、当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
(四半期損益計算書関係)

※１　前第２四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成26

年４月１日　至　平成26年９月30日)

当社の売上高は、第３四半期会計期間以降に受注が増加するため、第２四半期累計期間の売上高が第３四半期会

計期間以降の四半期会計期間の合計と比較して少なくなる傾向にあります。

 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給料 295,951千円 295,638千円

賞与引当金繰入額 32,617 〃 37,024 〃

役員退職慰労引当金繰入額 8,894 〃 8,953 〃

退職給付費用 29,969 〃 7,278 〃

運賃及び荷造費 225,604 〃 244,239 〃
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 8,834,714千円 8,887,520千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△8,300,000 〃 △8,042,000 〃

現金及び現金同等物 534,714千円 845,520千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 106,790 7.50 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 106,789 7.50 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 106,788 7.50 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 106,788 7.50 平成26年９月30日 平成26年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、建築・福祉・緑化・都市景観整備関連製品の製造及び販売をその事業としており、単一セグメントであ

るため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 4円27銭 6円78銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 60,754 96,500

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 60,754 96,500

   普通株式の期中平均株式数(千株) 14,238 14,238
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第38期(平成26年４月１日から平成27年３月31日まで)中間配当について、平成26年11月７日開催の取締役会におい

て、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                               106,788千円

② １株当たりの金額                            　 7円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成26年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月11日

カネソウ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大   中   康   宏   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   内   山   隆   夫   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネソウ株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第３８期事業年度の第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カネソウ株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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